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著
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
弱
点
は〝
水
〟

水資源確保に学ぶ

　

赤
道
直
下
、
マ
レ
ー
半
島
の
突
端
に

浮
か
ぶ
島
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
総
面

積
約
７
０
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、

東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
都
市
国

家
で
あ
る
。
狭
い
国
土
に
約
４
８
４
万

人
が
生
活
す
る
超
過
密
都
市
で
、
そ
の

人
口
密
度
は
モ
ナ
コ
公
国
に
次
い
で
世

界
第
２
位
。
集
合
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
な
ど
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
一
方

で
、
都
市
公
園
や
自
然
保
護
区
、
街
路

樹
な
ど
豊
富
な
緑
も
整
備
さ
れ
て
お

水づくりへの挑戦
シンガポール共和国

中
心
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

２
０
０
７
年
に
は
、
国
民
1
人
当
た

り
の
G
D
P
で
日
本
を
抜
き
ア
ジ
ア
で
１

位
に
な
る
ま
で
に
成
長
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
抱
え
て
い
た
弱
点
、
そ
れ
が
水
不
足

で
あ
る
。
緑
が
豊
富
な
街
並
み
か
ら
は
、

水
不
足
と
い
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
狭
く
高
低
差
の

少
な
い
国
土
は
貯
水
能
力
に
乏
し
く
、自

国
民
の
た
め
の
水
を
国
内
水
源
だ
け
で

は
賄
え
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。

　

隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
国
境
・
ジ
ョ

ホ
ー
ル
海
峡
に
あ
る
コ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
橋

に
は
、
道
路
の
す
ぐ
脇
に
３
本
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
走
る
。
こ
の
ほ
か
、
橋
の

り
、
そ
の
美
し
い
景
観
か
ら「
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
」と
も
呼
ば
れ
る
。

　

資
源
や
産
業
を
持
た
な
い
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
、外
国
の
投
資
や
企
業
、観

光
の
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
た

め
、魅
力
あ
る
清
潔
で
美
し
い
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
う
し
た
努
力
も

あ
り
、日
本
を
は
じ
め
外
国
企
業
を
多
数

誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
し
、急
速
な
工
業

化
を
達
成
。現
在
で
は
電
気
、電
子
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
技
術
集
約
型
工
業
を

下
に
１
本
、
海
底
に
２
本
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
敷
設
さ
れ
、
こ
の
6
本
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
通
し
て
毎
日
約

２
億
１
０
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
マ

レ
ー
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

　

国
民
の
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
水
を
隣
国
に
依
存
す
る
と
い
う
状
況

を
打
開
し
、
安
定
的
に
供
給
し
た
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
１
９
6
０
年
代
か

ら
、
環
境
省
の
傘
下
で
あ
る
公
益
事
業

庁（
Ｐ
Ｕ
Ｂ
）が
主
導
し
、
水
源
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
ひ
と

つ
が
、
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る

「N
EW

ater

（
ニ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
）」

と
呼
ば
れ
る
再
利
用
水
で
あ
る
。

概要

国　　名 ： シンガポール共和国　Republic of Singapore
人　　口 ： 約484万人
首　　都 ： シンガポール
国　　土 ： 約707平方キロメートル
言　　語 ： 国語はマレー語。公用語として英語、中国語、マレー語、タミール語
宗　　教 ： 仏教、イスラム教、キリスト教、道教、ヒンズー教
通貨単位 ： シンガポール・ドル
平均寿命 ： 男性78.0歳、女性81.8歳（2006年）
国民1人当たりの国内総生産 ： 37,597USドル（2008年）

PHOTO:Singapore Tourism Board,
　　　　 Singapore Tourism Board / Photographer: See Kim Soon
　　　　 Eugene Tang / Singaporesights.com  
　　　　 Singapore Tourism Board / Singapore Flyer  

整然と整備された街路樹や南国ならではの色鮮やかな植物など、
街のいたるところに緑があふれ、「ガーデンシティ」と呼ばれるほど
清潔で美しい都市国家・シンガポール。
観光、貿易、工業で著しい発展を遂げたこの国は、水資源確保のため、
官民が一体となって水づくりに取り組んでいる。
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N
EW

ater

を
製
造
し
、
１
日
の
総
需

要
量
の
15
％
を
供
給
し
て
き
た
。 

今
年
４
月
か
ら
は
、
１
日
に
2
億 

２
８
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
生
産
可
能
な

5
カ
所
の
プ
ラ
ン
ト
が
操
業
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
１
０

年
ま
で
に
は
30
％
をN

EW
ater

で
賄

え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」と
Ｐ
Ｕ
Ｂ

で
は
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、N
EW

ater

と
同
様
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
海
水
淡
水
化
。
昨
年

に
は
ダ
ム
と
水
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク「
マ

リ
ー
ナ
・
バ
レ
ッ
ジ
」
も
オ
ー
プ
ン
し
、

２
０
１
０
年
を
め
ど
に
マ
リ
ー
ナ
湾
の

海
水
を
飲
料
水
と
し
て
供
給
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
。

　

自
国
で
の
完
全
自
給
を
目
指
し
、
政

府
の
長
期
的
な
政
策
と
取
組
み
の
結

果
、
国
民
は
安
心
し
て
水
を
利
用
で
き

る
未
来
を
得
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
民
の
生
活
を
支
え
る
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

水 資 源 確 保

水づくりへの挑戦 シンガポール共和国
に 学 ぶ

ド
２
０
０
８
」で
も
、
そ
の
年
に
最
も
環

境
に
配
慮
し
た
再
利
用
水
を
作
り
出
す

水
道
会
社
に
与
え
ら
れ
る「
エ
ン
バ
イ
ロ

メ
ン
ト・コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン・オ
ブ・

ザ
・
イ
ヤ
ー
」
を
受
賞
。
世
界
か
ら
の

注
目
度
も
高
い
。

　

し
か
し
、
実
際
に
飲
料
が
可
能
な
レ

ベ
ル
に
あ
っ
て
も
、
下
水
を
口
に
す
る
こ

と
へ
の
心
理
的
な
抵
抗
感
は
あ
る
だ
ろ

う
。
再
利
用
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

ど
ち
ら
を
飲
む
か
と
い
わ
れ
れ
ば
、
後

者
を
選
ぶ
人
が
圧
倒
的
に
多
い
は
ず
だ
。

　

こ
う
し
た
国
民
の
抵
抗
感
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
た
め
、
Ｐ
Ｕ
Ｂ
は
国
内
各

地
で
国
民
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
りN

EW
ater

を

１
０
０
万
本
以
上
頒
布
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
、
首
相
を
は
じ
め
と
す
る
閣

僚
ら
がN

EW
ater

を
口
に
す
る
様
子

が
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
２
０
０
２
年

の
フ
ォ
ー
ブ
ス
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
調
査

で
は
、
98
％
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
飲

む
こ
と
に
理
解
を
示
し
た
と
い
う
。

　

２
０
０
３
年
か
ら
はN

EW
ater

を
貯

水
池
に
放
水
し
、
原
水
と
し
て
利
用
を

開
始
し
た
。
上
水
利
用
に
関
し
て
も
、

貯
水
池
に
放
水
し
て
混
合
し
、
通
常
の

浄
化
処
理
を
施
し
て
か
ら
給
水
す
る
計

画
的
間
接
飲
用
化
と
い
う
方
法
を
取
っ
て

お
り
、
国
民
の
抵
抗
感
に
配
慮
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
４
つ
の
プ
ラ
ン
ト
で

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
年
間
降
水
量
は

２
０
０
０
ミ
リ
以
上
、
東
京
都
の
約

１
５
０
０
ミ
リ
と
比
べ
て
も
、
決
し
て

少
な
く
は
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
水
が
不
足
し
て
い
る
の

か
。
そ
の
原
因
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
歴
史
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
統
治
下
に
あ
っ
た

１
８
０
０
年
代
か
ら
、
現
在
の
マ
レ
ー

シ
ア
・
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
に
造
ら
れ
た
貯
水

池
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
送
水
が
始

ま
っ
た
。
当
時
は
マ
レ
ー
シ
ア
も
同
じ

く
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
下
に
あ
っ
た
た
め
、

地
域
間
の
水
の
配
分
と
い
う
意
味
で
の

送
水
だ
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
５
９
年

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
自
治
権
を
手
に
入

れ
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
外
国
と
な
り
、

送
水
に
関
し
て
両
国
で
新
た
に
取
り
決

め
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
。

　

水
源
別
に
1
9
6
1
年
と
1
9
6
2

年
の
２
度
に
わ
た
っ
て
協
定
が
交
わ
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
2
0
1
1
年
、2
0
6
1

年
ま
で
の
有
効
期
限
が
設
定
さ
れ
た
。

完
全
自
給
を
目
指
し

水
と
闘
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

こ
の
協
定
に
よ
り
、
１
日
当
た
り
輸
入

で
き
る
水
の
量
と
価
格
が
定
め
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
、
こ
の

協
定
の
有
効
期
限
が
終
了
し
た
後
、

1
0
0
倍
に
も
及
ぶ
水
の
値
上
げ
を
断

行
す
る
と
い
う
意
向
が
示
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
１
９
９
８
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
政
府
は
、
水
の
完
全
自
給
を
目
指
し

た
取
組
み
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
近
代
化
に
伴
う
生
活
水
準
の
向

上
、
半
導
体
産
業
な
ど
、
水
を
大
量
に

使
用
す
る
高
付
加
価
値
産
業
の
誘
致
に

よ
る
水
需
要
の
大
幅
な
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
安
定
的
な
水
源
の
確
保
は
必

要
不
可
欠
だ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
総
消
費
量
の

約
３
割
を
輸
入
に
頼
っ
て
き
た
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
は
、
斬
新
な
試
み
が

必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の

が
、
生
活
排
水
な
ど
の
下
水
を
生
活
用

水
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
だ
。
つ
ま
り
、
下
水
を
ろ
過
し
て

再
利
用
し
よ
う
と
い
う
取
組
み
で
あ
る
。

　

N
EW

ater

は
、
家
庭
排
水
を
下
水

処
理
場
で
処
理
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
３

段
階
の
浄
化
処
理
を
施
し
、
飲
料
可
能

な
水
準
ま
で
高
度
処
理
し
た
再
利
用
水

だ
。
ま
ず
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ

過
処
理
し
、
０.
２
ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
細

菌
や
浮
遊
固
形
物
を
取
り
除
く
。
さ
ら

に
逆
浸
透
膜
装
置
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
タ
ー
膜
を
通
り
抜
け
た
微
細
な

物
質
を
除
去
。
最
後
に
紫
外
線
殺
菌
に

よ
っ
て
有
機
物
を
不
活
性
化
さ
せ
、
ア

ル
カ
リ
性
化
学
物
質
を
添
加
す
る
。
こ

う
し
て
処
理
し
た
水
は
飲
用
も
十
分
可

能
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｕ
Ｂ
と
環
境
省
の
共
同
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

N
EW

ater

の
開
発
は
、
国
主
導
の
下
、

世
界
各
国
の
先
進
的
な
技
術
が
集
積
し

て
行
わ
れ
た
。

　

２
０
０
２
年
に
は
、
再
利
用
水
の
利

用
に
つ
い
て
２
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
を

続
け
て
き
た
専
門
委
員
会
に
よ
り
、

N
EW

ater

は
米
国
環
境
保
護
庁
と
世

界
保
健
機
構
の
飲
料
水
水
質
基
準
を
満

た
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
た
。
昨
年
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
主
催

の「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ア
ワ
ー

世
界
各
国
の
先
進
技
術
に
よ
り

誕
生
し
たNEW

ater　NEWate rの浄水過程を実際に見学できるのが
「NEWaterビジター・センター」だ。マルチメディアによる 
解説や、コンピュータによるインタラクティブな展示などで、
シンガポールをはじめ世界各国の水資源に関するデータ、
水に関する諸問題について学ぶことができる。さらに、実際
に浄化消毒処理するNEWater浄水設備を間近で見学す
ることも可能。最後にはペットボトル入りのNEWaterがもら
える。実際に味わうチャンスだ。

シンガポールの2大シンボル
マーライオンと大観覧車

楽しく再利用水について学べる
「NEWaterビジター・センター」

　シンガポールのシンボルとい
えばマーライオン。11世紀に 
マレーシアの王族が対岸に見
える大地を目指して航海し、新
たな土地にたどり着いた。その
ときにライオンが現れ、王族に
その土地を治めることを許して
立ち去ったという言い伝えを基
に、ライオンと人魚（マーメイド）を合体させたものといわれている。1972年に地元の彫
刻家の手により制作され、もともとはシンガポール川にかかるエスプラネード橋のたもと
の公園にあったが、２００２年にマリーナ湾を望むマーライオン公園に移設された。その
際、長らく故障していたポンプが改修され、ほぼ１日中、海に向かって口から勢いよく水
を噴き出す姿を見られるようになった。
　さらに、シンガポールの新たなシンボルになったのが、世界最大級の観覧車シンガ
ポール・フライヤーだ。周囲にある高層ビルの中でもひときわ目立つ高さ165メートルで
シンガポールの美しい街並みはもちろん、マレーシアやインドネシアまで一望できる。 
日本を代表する建築家・故黒川紀章氏の設計。

ダムと「水」のテーマパーク双方の機能を備えた新名所
「MARINA BARRAGE（マリーナ・バレッジ）」。マリーナ湾にダ
ムを建設し、水の供給増加や低地での水の氾濫を軽減するとと
もに、水を利用した新しいライフスタイルを提供。飲食店や
ギャラリーを併設し、カヤックなどのウォータースポーツも楽
しめる。（写真提供：PUB）

NEWaterの処理工場。（写真提供：PUB） 多段積みの逆浸透膜装置。（写真提供：PUB） NEWaterのペットボトル。（写真提供：PUB）

セントーサ島スカイ・タワーからシンガポール中心部を望む

シンガポール・フライヤー

column02 column01



水の「量」と「質」のほかに
も、水による「災害」につい
ても問題視されている。国
連大学によると人口増加や
地球温暖化により、2050年
には現在の２倍の20億人が
水災害を受けやすくなると
予測されている。

ユニセフ／世界保健機関の
報告によると安全な水を飲
めない人の数は世界で８億
人以上、さらにトイレなどの
適切な衛生施設を利用でき
ない人の数は26億人にのぼ
るという。
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地
球

上

の
水を 100％とすると

ど
の
水
が
必
要
か
を
想
定
し
た
「
バ
ー

チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
と
、
な

ん
と
年
間
８
０
０
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に

も
達
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
日
本
国

内
で
使
用
さ
れ
る
年
間
水
使
用
量
と
同

程
度
で
あ
る
。

　

世
界
各
国
で
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
減
ら

す
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
本
は
そ
の
分

の
水
を
自
国
で
確
保
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

「
ま
ず
農
業
で
使
わ
れ
る
水
の
こ
と
を

改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
世

界
の
水
の
消
費
量
の
う
ち
、
約
70
％
は

農
業
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
食

料
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ

例えば、1kgのトウモロコシを
生産するために、灌

かんがい

漑用水と
して1,800リットルの水を使
用する。また、牛はこうした穀
物を大量に消費しながら育つ
ため、牛肉1kgを生産するに
は、その約20,000倍もの水
が必要。そうした計算を基に
算出されたのが「バーチャル
ウォーター量」だ。

水 資 源 確 保

水づくりへの挑戦 シンガポール共和国
に 学 ぶ

を
解
決
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
取
組
み
は
、国
民
に
も
国
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
事
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

世
界
が
直
面
し
て
い
る
水
問
題
は
、

日
本
に
と
っ
て
も
無
縁
で
は
な
い
。

　

食
料
自
給
率
が
40
％
前
後
で
推
移
す

る
日
本
は
、
農
産
物
を
世
界
各
国
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
各

国
で
農
産
物
を
作
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
大
量
の
水
を
、
日
本
が
消
費
し
て

い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
も
し
そ
の
輸

入
食
料
を
生
産
す
る
と
し
た
ら
ど
れ
ほ

世
界
70
億
人
が

水
不
足
に
直
面
す
る
未
来

日
本
も
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
水
不
足
問
題

世
界
が
直
面
す
る
水
不
足

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
取
組
み
に
学
ぶ

け
多
く
の
水
を
消
費
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
す
。
今
後
は
水
を
有
効
活
用

す
る
新
た
な
農
法
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

開
発
が
重
要
な
課
題
に
な
る
と
思
い
ま

す
」（
平
山
氏
）

　

人
口
の
1
0
0
％
が
安
全
な
水
を

利
用
で
き
る
水
資
源
国
、
日
本
。
し

か
し
、
地
球
温
暖
化
や
人
口
増
加
な

ど
が
加
速
す
る
中
、
そ
れ
が
ず
っ
と

続
く
と
は
限
ら
な
い
。
日
本
で
も
水

の
安
全
保
障
の
確
立
を
目
指
し
た

「
チ
ー
ム
水
・
日
本
」
が
昨
年
発
足
し
、

国
内
外
に
向
け
て
の
水
へ
の
取
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。
水
問
題
の
将
来

を
考
え
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
取

組
み
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　中華系、インド系、マレー系などの特長を受け継ぎながら、それぞれ
が一体となって進化してきたシンガポール料理。そんな本格的なシン
ガポールの味を楽しみたい人にぴったりなのが、イーストダイニング 

ラオパサだ。閑静な路地
裏に店を構える大人の隠
れ家的なお店で、シンガ
ポールの国民食ともいえ
る海南鶏飯「ハイナン
ジーファン」（900円）をは
じめ、日本人でも食べや
すいアジア料理を楽しめ
る。営業時間は11：45〜
14：30、18：00〜23：00

（日・祝は夜のみ）

Data 

本格的なシンガポール料理を味わう！

愛知県名古屋市東区泉2-13-4 カスティロ泉1Ｂ　 　
Tel:052-932-1710　
http://www.1egg2minds.com/laopasa.html

日本で味わうシンガポール料理

イーストダイニング ラオパサ（愛知県名古屋市）

　　

水
不
足
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
取
組
み
は
、
水
不
足
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
世
界
に
と
っ
て
大
き

な
ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
。　

「
国
連
に
よ
る
と
、
今
世
紀
半
ば
ま
で

に
、
最
悪
の
場
合
で
世
界
60
カ
国
70
億

人
が
、
最
善
の
場
合
で
も
48
カ
国
20
億

人
が
水
不
足
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
気
候
変
動

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
緩
や
か
に
降
水

量
は
減
少
し
て
い
ま
す
か
ら
、
水
不
足

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」（
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
平

山
周
一
氏
）

　

水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
各
家
庭

や
個
人
レ
ベ
ル
で
節
水
す
る
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
国

が
先
導
し
、先
進
技
術
を
持
つ
メ
ー
カ
ー

と
協
力
し
て
浄
水
技
術
を
開
発
す
る
こ

と
で
、
再
利
用
水
事
業
は
国
家
レ
ベ
ル

の
規
模
に
な
っ
た
。
現
在
、
国
民
に
安

定
的
に
水
を
供
給
す
る
と
い
う
目
的
を

果
た
す
一
方
、
海
外
に
向
け
た
水
問
題

出典：「バーチャルウォーター」　＊ 東京大学生産技術研究所沖研究室と読売新聞の共同研究

私たちの生活にはこれだけの量の水が必要だと
知っていましたか!?

＜バーチャルウォーターとは＞

水問題の解決に向けて日本と世界の架け橋に

「日本水フォーラム」

下記サイト「仮想水計算機」で
バーチャルウォーター量を
算出することができる。
http://www.env.go.jp/water/
virtual_water/

http://www.waterforum.jp/

豚肉、玉ネギ、じゃがいも、にんじん、ごはん、サラダ油、小
麦粉、カレー粉など、それぞれのバーチャルウォーター量
を合計すると、１人当たり1,095ℓの水が必要になる。

ペットボトル
2,190本
（1,095ℓ）

0.01％

淡水　2.5%

そのうち、人間
が直接使用でき
る水はわずか

例えば
カレーライスの
バーチャル
ウォーター量＊は

海水　97.5％

世界の水問題について議論する「世界水フォーラム」
が開催されているのをご存じだろうか。1997年に第1
回世界水フォーラムがモロッコで開催されて以来、3年
に1度行われている。日本でも2003年に開催され、そ
の事務局の後継組織がNPO「日本水フォーラム」。発
展途上国に対する支援プロジェクト、水問題の調査、
セミナー・シンポジウム開催など、水問題の解決に貢
献する取組みを行っている。ホームページでは、世界

の水問題や日本の取組
み、「節水リーダー」によ
る活動報告など、水に関
する様々な情報を発信。
また、プロ野球のダル
ビッシュ有投手の協力に
より、水不足に苦しむ世
界の人々に安全な水を
提供する基金の募集も
行っている。
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「
今
ま
で
の
実
績
と
信
頼
、そ
し
て

Ａ
Ｔ
Ｈ
の
説
明
か
らV

alstaff

の
有
効

性
が
理
解
で
き
た
こ
と
で
導
入
を
決
定

し
ま
し
た
。プ
ラ
ン
ト
内
の
重
要
な
個

所
に
設
置
さ
れ
た
最
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

コ
ス
ト
の
か
か
る
特
殊
ア
ン
グ
ル
6
台

に
対
象
を
絞
りV

alstaff

を
利
用
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
」 

（
タ
ヌ
ン
チ
ャ
イ
氏
）

　

調
節
弁
の
稼
働
状
況
デ
ー
タ
を
収
集

し
解
析
す
る
こ
と
で
、消
耗
部
品
で
あ

る
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
劣
化
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
や
、シ
ー
ト
部
や
ガ
イ
ド

部
の
固
着
を
事
前
に
検
知
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、開
放
点
検
＊3

や

交
換
部
品
の
準
備
な
ど
計
画
的
な
立
案

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
効
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

S
M

P
C

で
はV

alstaff

を
導
入
し

て
半
年
が
経
過
し
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
改

善
す
る
判
断
を
行
う
上
で
の
デ
ー
タ
も

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、期

待
以
上
の
削
減
効
果
が
見
込
め
そ
う
で

す
。稼
働
状
況
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
を
現
状

よ
り
長
く
使
え
そ
う
な
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
分
析
に
よ
り
、予

防
保
全
と
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要

な
バ
ル
ブ
に
必
要
な
処
置
を
行
う
こ
と

や
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
適
化
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。今
後
は
、グ
ラ
ン
ド
パ
ッ

キ
ン
の
延
命
に
も
さ
ら
に
挑
戦
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
タ
ヌ
ン
チ
ャ
イ
氏
）

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
指
標
と
な
る
稼
働

状
況
デ
ー
タ
を
得
た
こ
と
で
、今
後
も

継
続
し
て
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、Valstaff

で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
項
目
や
調
節
弁
の
台
数
を
増
や
す
こ

と
も
考
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
プ
ラ
ン
ト
を
安
全
・
安
心
に
運
用
す
る

た
め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
作
業
が

な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。不

具
合
を
起
こ
す
前
に
予
知
・
予
防
を
行

い
、事
前
に
最
適
な
対
処
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

V
alstaff

の
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
調
節

弁
を
効
率
的
に
運
転
す
る
情
報
や
手
法

を
、プ
ラ
ン
ト
を
運
用
す
る
部
門
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
始
め
て
い

ま
す
」（
タ
ヌ
ン
チ
ャ
イ
氏
）

　

２
０
０
７
年
2
月
、Ａ
Ｔ
Ｈ
はS

M
P

C

と
同
じ
ラ
ヨ
ン
地
区
に
あ
る
Ｃ
Ｖ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
移
設
拡
張
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、さ
ら
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
で

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
と
な
り
、よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。Valstaff

で
収
集

し
た
調
節
弁
稼
働
状
況
デ
ー
タ
は
、日

本
の
技
術
部
門
で
解
析
を
行
い
定
期
的

に
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
デ
ー
タ
の
解
析
内
容
、レ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
は
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｔ
Ｈ

の
担
当
者
も
技
術
力
が
上
が
り
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、さ

ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
、タ
イ
国

内
でV

alstaff

の
デ
ー
タ
解
析
を
実
現

し
、素
早
い
情
報
共
有
と
サ
ポ
ー
ト
を

期
待
し
ま
す
」（
タ
ヌ
ン
チ
ャ
イ
氏
）

　

バ
ン
コ
ク
か
ら
南
東
へ
車
で
2
時
間

ほ
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
名
高
い
パ

タ
ヤ
ビ
ー
チ
の
少
し
先
、マ
プ
タ
プ
ッ
ト

工
業
団
地
内
にS

IA
M

 M
IT

S
U

I 

P
TA

 C
O

., LTD
.（

以
下 S

M
P

C

）は

あ
り
ま
す
。同
社
は
、タ
イ
の
財
閥
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
サ
イ
ア
ム
セ
メ
ン
ト
グ

ル
ー
プ
の
化
学
部
門（S

C
G

-C

）と
日

本
の
三
井
化
学
株
式
会
社
が
出
資
し

１
９
９
５
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。ポ
リ

エ
ス
テ
ル
繊
維
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
の
原
料

と
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

＊１

を
生
産
す
る
拠
点
と
し

て
、１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
か

け
て
3
期
に
わ
た
り
プ
ラ
ン
ト
を
拡
張

し
、生
産
能
力
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

S
M

P
C

の
プ
ラ
ン
ト
は
三
井
化
学

が
日
本
に
保
有
す
る
岩
国
大
竹
工
場

を
モ
デ
ル
に
し
た
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。現
在
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
年

間
生
産
量
は
１
４
４
万
ト
ン
と
、タ
イ

で
は
最
大
の
生
産
施
設
と
な
り
、岩
国

大
竹
工
場
の
年
産
56
万
ト
ン
を
大
き
く

上
回
る
生
産
能
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
社
が
生
産
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、タ
イ
国

内
市
場
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
全
域

に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

S
M

P
C

で
は
、プ
ラ
ン
ト
運
営
の
た

め
の
5
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
て
い
ま

す
。そ
の
中
の「
厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜

い
て
い
く
た
め
の
コ
ス
ト
と
品
質
の
た

ゆ
ま
ぬ
進
化
」を
具
現
化
す
る
た
め
に
、

常
に
コ
ス
ト
削
減
と
品
質
向
上
策
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

「
品
質
を
確
保
し
な
が
ら
、プ
ラ
ン

ト
の
運
用
全
体
に
係
る
コ
ス
ト
を

２
０
０
９
年
度
で
20
％
削
減
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。そ

し
て
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、運
用
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う

2
つ
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
改
善
す
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。そ
の
中
で
、ま
ず

は
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
を
担
う
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
改
善
に
着
手
し
ま
し

た
」（
タ
ヌ
ン
チ
ャ
イ
氏
）

C
V
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

地
域
密
着
型
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
現

タ
イ
国
内
最
大
の
P
T
A
生
産
施
設

生
産
能
力
は
日
本
国
内
の
2.
5
倍
強

調
節
弁
の
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
効
率
と
コ
ス
ト
を
改
善

3 2

用語解説

＊1:PTA
Purified Terephthalic Acid。高純度テレ
フタル酸。ポリエステル繊維やペットボトル
の原料となる石油化学製品。

＊2:ポジショナ
調節弁の開閉状況や動作を制御する機器。

＊3:開放点検
調節弁を解体し内部の点検を行う。

予防保全の実施とメンテナンスの高効率化で、
安全で生産効率の高い石油化学プラントを実現
タイ国内で最大規模のPTA生産拠点で山武の調節弁500台以上がプラントの安全・安心に貢献しています。
新たに調節弁のメンテナンスサポートシステムValstaffを採用することで、メンテナンスを効率化。
メインポリシーに掲げた、コストの削減に向けて取り組んでいます。
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納 入 事 例

電気計装マネジャー兼
メンテナンス
プランニングマネジャー

タヌンチャイ・ 
コシントラクルチャイ氏

（Thanunchai 
Kosintrakulchai氏）

4

所 在 地：8 Prakornsongkroraj Rd.,
　　　　      Hemaraj Eastern Industrial Estate
   　　　　   Soi G-2 Muang District, Rayong
 　  　　　   Province 21150 Thailand
創       業：1995 年
事業内容：高純度テレフタル酸（PTA）

の製造

　

プ
ラ
ン
ト
を
安
全
に
運
用
し
、安
定

し
た
生
産
を
保
つ
た
め
に
は
、各
種
パ
ー

ツ
や
設
備
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。調
節
弁
の

運
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
部
品
交
換
を
行
う
最
適
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
回
数
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
は
異
常
の
検
知
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
要
望
を
受
け
、同
社
の
プ
ラ
ン

ト
に
納
入
さ
れ
て
い
る
５
０
０
台
以
上

の
山
武
製
調
節
弁
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

担
当
し
て
い
た
山
武
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
ア
ズ
ビ
ル
タ
イ
ラ
ン
ド（
以
下

Ａ
Ｔ
Ｈ
）は
、調
節
弁
の
開
閉
を
制
御
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
＊2

を
介
し
て
調
節
弁
の
稼

働
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
の

で
き
る
調
節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム V

alstaff
T

M

を
提
案
し

ま
し
た
。

1

1  SMPCのPTA製造プラント。年間生産量144万
トンを誇る。

2  SMPCにも同形が納入されているスマート・バ
ルブ・ポジショナを搭載した調節弁（写真は一
般弁AGVB）。Valstaffは、調節弁に搭載したス
マート・バルブ・ポジショナと通信を行うことで、
プラント運転中に調節弁の稼働状況にかかわ
る情報を収集することができる。

3  調節弁の動作をモニタリングしているValstaff
（写真はワークショップ、テスト時のもの）。

4　ATHのラヨンCVメンテナンスセンター。

アズビルタイランド現地スタッフはお客さまと密接なコミュニケーションを
取っている。

SIAM MITSUI PTA 
CO., LTD.
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中
外
製
薬
工
業
株
式
会
社
は
、医
療

用
医
薬
品
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
中
外
製
薬
株
式
会
社

の
生
産
機
能
を
担
う
企
業
で
す
。同
社

で
は
2
0
0
2
年
以
来
、生
産
の
さ
ら
な

る
効
率
化
と
自
社
技
術
の
維
持
・
強
化

を
目
的
に
、そ
れ
ま
で
国
内
7
カ
所
に
展

開
し
て
い
た
工
場
を
集
約
。現
在
で
は
、

東
京
都
の
浮
間
、栃
木
県
の
宇
都
宮
、神

奈
川
県
の
鎌
倉
、そ
し
て
静
岡
県
の
藤
枝

と
い
う
4
つ
の
工
場
が
同
社
医
薬
品
の

生
産
拠
点
と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

「
2
0
1
0
年
を
目
標
に
抗
が
ん
剤
を

中
心
と
し
た
固
形
剤（
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル

剤・顆
粒
剤
）の
生
産
機
能
を
藤
枝
工
場

に
集
約
し
、原
薬
生
成
か
ら
製
剤
、包
装

に
至
る
一
貫
生
産
体
制
の
構
築
を
進
め

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
取
組
み
の
中

核
を
担
う
の
が
、2
0
0
8
年
2
月
、藤

枝
工
場
の
敷
地
内
に
新
た
に
竣
工
し
た

『
固
形
製
剤
棟
』で
す
」（
酒
井
氏
）

　

建
設
面
積
1
0
8
5
5
㎡
、延
床
面

積
2
9
1
5
0
㎡
、地
上
4
階
建
て
と

い
う
規
模
を
誇
る
こ
の
建
物
の
コ
ン
セ

プ
ト
は“
パ
ラ
レ
ル
＆
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
”。

抗
が
ん
剤
な
ど
の
高
活
性
製
品
と

一
般
製
品
を
棟
内
に
あ
る
複
数
の
製
造

室
や
設
備
を
共
有
し
同
時
に
生
産
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
医
薬
品
を
生
産
す
る
上
で
は
、そ
の
製

造
環
境
の
高
度
な
温
度
・
湿
度
制
御
が

必
要
で
す
。加
え
て
、少
量
で
も
人
体
に

強
い
影
響
を
及
ぼ
す
高
活
性
物
質
の
作

業
者
へ
の
曝ば

く
ろ露

や
、そ
れ
ら
物
質
の
飛
散

な
ど
に
よ
る
一
般
製
品
へ
の
混
入
を
防

止
す
る
た
め
の“
高
活
性
物
質
の
封
じ

込
め
”を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
、厳
密
な
室
間
差
圧
の
制
御

が
不
可
欠
で
す
。各
製
造
室
の
温
度
や

湿
度
、そ
し
て
室
圧
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、製
造
環
境
を
常

に
一
定
に
維
持
し
て
い
く
た
め
の
制
御

を
行
う
こ
と
が
重
要
な
要
件
と
な
り
ま

す
」（
酒
井
氏
）

「
そ
の
一
方
で
、G
M
P
＊1

な
ど
の
医
薬
品

の
製
造
・
品
質
管
理
上
の
法
規
制
を
遵

守
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、製
造
環
境

の
制
御
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
製
造
環
境

デ
ー
タ
を
継
続
的
か
つ
克
明
に
記
録
し

て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
も
必
須
条
件
な

の
で
す
」（
道
下
氏
）

　

こ
の
よ
う
な
固
形
製
剤
棟
に
お
け
る

環
境
制
御
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
要
求
に

応
え
る
た
め
、中
外
製
薬
工
業
が
採
用

し
た
の
が
、山
武
の
建
物
管
理
シ
ス
テ
ム 

savic-net
TMFX

と
協
調
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン・シ
ス
テ
ム H

arm
onas

TM

で
し

理
解
し
た
上
で
安
心
感
を
持
っ
て
利
用

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
当
社
に

は
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
要
望
に
も
柔

軟
に
応
え
て
く
れ
る
山
武
の
ス
タ
ン
ス

に
は
、大
き
な
信
頼
を
感
じ
ま
し
た
」

（
道
下
氏
）

「
シ
ス
テ
ム
で
は
、許
容
範
囲
を
超
え
る

環
境
変
化
が
発
生
し
た
際
に
、速
や
か

に
管
理
者
に
通
報
し
、適
切
な
対
処
が

行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
が
、製
品
の
厳
密
な

品
質
管
理
や
作
業
者
の
安
全
確
保
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、Ｇ
Ｍ
Ｐ
な
ど
の
規
制
へ

の
対
応
に
関
し
て
も
必
要
な
証
跡
を
確

実
か
つ
自
動
的
に
確
保
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に

H
arm

onas

に
備
え
ら
れ
た
厳
密
な

ユ
ー
ザ
ー
管
理
や
ア
ク
セ
ス
制
御
と

い
っ
た
一
連
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
は
、

証
跡
の
正
当
性
の
確
保
な
ど
、当
社
が

抱
え
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て

い
ま
す
」（
酒
井
氏
）

　

中
外
製
薬
工
業
の
藤
枝
工
場
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
か
か
わ
る
ロ
ス
の

最
小
化
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
を
目
指
し
、

１
２
６
０
ｋ
Ｗ
の
自
家
発
電
機
3
台
を

中
心
に
構
成
さ
れ
る
電
力
供
給
設
備
を

工
場
敷
地
内
に
設
け
、電
力
供
給
ば
か

り
で
な
く
、発
電
時
の
排
熱
を
利
用
し

て
温
水
な
ど
を
作
る
と
い
っ
た
コ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
ま
し

た
。同
社
は
こ
の
設
備
を
設
置
し
た

E
S

C
O

事
業
者（
株
式
会
社
シ
ー
エ
ナ

ジ
ー
）よ
り
電
力
や
温
水
、蒸
気
を
購
入

し
て
、工
場
内
で
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
賄
う
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、送
電
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も

に
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
自
社
工

場
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
全
体
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
もH

arm
onas

が
活
用
さ
れ

て
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る

詳
細
な
分
析
を
行
う
こ
と
で
常
に
改
善

点
を
見
い
だ
し
な
が
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い

う
取
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。現

在
、同
設
備
に
よ
っ
て
５
０
０
０
ｔ
／
年

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
が
、Harm

onas

を
活
用
し
た
改
善

を
今
後
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、そ
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
て
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」（
道
下
氏
）

「
国
内
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
、米
国
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
＊2

や
欧

州
のEM

EA

＊3

と
い
っ
た
各
国
の
医
薬
品

製
造・品
質
管
理
に
関
す
る
規
制
対
応

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、Ｉ
Ｃ
Ｈ
＊4

に
よ
る

国
際
的
な
基
準
の
標
準
化
・
統
一
の
流

れ
、さ
ら
に
は
環
境
保
護
へ
の
取
組
み
な

ど
、製
薬
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
は

刻
々
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

変
化
に
対
し
て
、生
産
、品
質
、エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
で
ト
ー
タ

ル
に
支
援
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、山
武
に
は
今
後
も
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」（
酒
井
氏
）

C
O
2

削
減
の
側
面
で
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ・分
析
に
も
活
用

製
造
環
境
の
厳
密
な
管
理
が

品
質
管
理
の
重
要
な
カ
ギ

3

用語解説

＊1:GMP
Good Manufacturing Practice。 薬事
法に基づいて厚生労働大臣が定めた医
薬品及び医薬部外品の製造管理及び品
質管理の基準。

＊2:FDA
Food and Drug Administration。米国
食品医薬品局。

＊3:EMEA
European Medicines Evaluation 
Agency。欧州医薬品審査庁。

＊4:ICH
I n t e r n a t i o na l  Con f e r e nce  on 
H a r m o n i z a t i o n  o f  T e c h n i c a l 
Requirements for Registration of 
Pharmaceuticals for Human Use。日
米EU医薬品規制調和国際会議。日本・
米国・EUそれぞれの医薬品規制当局と
産業界代表で構成されており、新薬承認
審査の基準を国際的に統一し、医薬品
の特性を検討するための非臨床試験・臨
床試験の実施方法やルール、提出書類
のフォーマットなどを標準化する機関。

製造現場の環境制御・モニタリングで
医薬品の品質と作業者の安全管理を徹底
中外製薬工業では、藤枝工場内に新設した「固形製剤棟」において、医薬品製造に求められる
厳密な製造環境の制御と環境データのモニタリングを実現しました。その成果は、品質管理や
コンプライアンス対応をはじめとする幅広い局面に及んでいます。

中
外
製
薬
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

藤
枝
工
場

FIELD
納 入 事 例

所　在　地：静岡県藤枝市高柳 2500 番地
設　　　立：2006 年 5 月
事 業 内 容：医薬品の製造

中外製薬工業株式会社
藤枝工場

工場長

酒井 康行氏

施設グループ
グループマネジャー

道下 糾生氏

山
武
と
の
綿
密
な
連
携
の
下

シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

2

4

5

1  2008年2月に竣工した固形製剤棟。薬の製造過程が見学できるコースも準備されている。
2  固形製剤棟に設置された建物の環境を制御する“savic-net FX”（左）と製造環境データをモニタリングし蓄積する“Harmonas”。
3  薬品製造室の室間差圧の監視を行う“Harmonas”の監視画面。
4  工務棟に設置された“Harmonas”はコジェネレーションシステムなどのエネルギー供給設備の制御と管理を行う。
5  健康増進法による受動喫煙防止など社会的要請にも配慮して設けられたお客さま用喫煙室には、山武の電子式エアクリーナが設置されている。

高性能な空気清浄機能によりタバコの煙を取り除き、粉塵濃度を下げることで臭いを抑え、利用者へ快適な環境を提供している。

た
。savic-net FX

で
は
、製
造
室
な

ど
の
温
度
、湿
度
、室
圧
の
計
測・制
御
を

行
い
、連
携
し
て
い
るH

arm
onas

に

搭
載
さ
れ
た
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
用
い
て
逐
一
変
化
す
る
製
造

室
の
環
境
デ
ー
タ
を
監
視・記
録
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
徹
底
し
た
製
造
環
境

の
管
理
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
中
外
製
薬
で
は
、１
９
９
２

年
の
浮
間
工
場
を
皮
切
り
に
宇
都
宮
工

場
、さ
ら
に
は
藤
枝
工
場
の
別
棟
に
お
い

て
も
、こ
のs

a
v

ic
-n

e
t F

X

と

H
arm

onas

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、製
造
環
境
の
管
理
に
関

す
る
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。そ
の
間
、同

社
と
山
武
が
互
い
に
協
調
し
な
が
ら
シ

ス
テ
ム
の
継
続
的
な
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

「
製
品
自
体
の
優
位
性
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
我
々
自
身
が

“
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
”さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、シ
ス
テ
ム
の
内
容
を
し
っ
か
り
と 1



　

石
油
、
化
学
、
鉄
鋼
、
紙
パ
ル
プ
な
ど

の
素
材
産
業
、
及
び
自
動
車
、
電
気
・
電

子
、
半
導
体
、さ
ら
に
は
医
薬
品
・
食
品

と
い
っ
た
お
客
さ
ま
に
向
け
た
、
商
品
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、計
装
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

が
、azbil

グ
ル
ー
プ
の
ア
ド
バ
ン
ス

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
す
。こ
の
領

域
を
担
う
山
武
の
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー（
以
下
Ａ
Ａ
Ｃ
）

で
は
、人
が
安
全
か
つ
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
の
で
き
る
生
産
現
場
の
実
現
を
目

指
し
、お
客
さ
ま
に
対
し
て
常
に
新
た
な

価
値
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
武
で
は
、
２
０
０
６
年
、
創
業

１
０
０
周
年
を
機
に「
人
を
中
心
と
し

た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」を
グ
ル
ー
プ
理

念
に
掲
げ
、
以
来
、
そ
の
追
求
に
向
け

て
、
グ
ル
ー
プ
各
社
を
含
む
組
織
・
拠

点
の
統
合
・
再
編
な
ど
の
基
盤
整
備
を

強
力
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。Ａ
Ａ
Ｃ

に
お
い
て
も
、「
お
客
さ
ま
へ
の
新
た
な

価
値
提
供
」と
い
う
視
点
に
立
ち
、ビ
ル

シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー（
以
下
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）

な
どazbil

グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
事

業
ユ
ニ
ッ
ト
の“
壁
”を
越
え
た
柔
軟
な

連
携
を
実
現
す
べ
く
、研
究
・
開
発
、生

産
、
営
業
な
ど
の
組
織
再
編
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。去
る
２
０
０
９
年
4

月
に
は
、Ａ
Ａ
Ｃ
と
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス

部
門
の
統
合
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

も
そ
う
し
た
取
組
み
の
典
型
例
だ
と
い

え
ま
す
。

　

加
え
て
、
組
織
の
ベ
ー
ス
と
な
る
ス

タ
ッ
フ
の
能
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る

取
組
み
も
強
化
。azbil

グ
ル
ー
プ
全
社

で
の
グ
ル
ー
プ
内
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ

を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
そ
の
人
の
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
部
署
に
最

適
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
力
の

底
上
げ
を
図
る
と
い
う
活
動
に
も
注
力

し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
秋
以
降
の
全
世
界
規
模

で
の
経
済
環
境
の
悪
化
に
よ
り
、
装
置

産
業
や
素
材
産
業
を
中
心
と
し
た
各
企

業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
す
。そ
う
し
た
状

況
の
中
、山
武
に
は
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
さ
ら
に
強
力
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
は
山

武
自
身
の
基
盤
強
化
の
取
組
み
が
、
極

め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
国
内
N
o.
1
の
シ
ェ
ア
を

獲
得
す
る
な
ど
、
山
武
が
圧
倒
的
な
強

み
を
誇
る
調
節
弁
の
分
野
に
関
し
て

は
、
2
0
0
8
年
内
に
台
湾
を
は
じ
め
、

海
外
2
拠
点
に
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
目

人を中心としたオートメーションを目指して Mind
Human-centered automation vol.16

お
客
さ
ま
に
向
け
た
新
た
な
価
値
の
創
造
を
念
頭
に
、

組
織・人
材
面
で
の
強
化
と
現
場
業
務
の
改
革
を
実
現
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
進
化
を
遂
げ
る
、

課
題
解
決
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
り

お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
力
に
支
援
す
る
。

事
業
ユ
ニッ
ト
の
壁
を
越
え
た

組
織
再
編・人
材
最
適
配
置
を
実
現

指
し
た
大
規
模
な
バ
ル
ブ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。バ
ル
ブ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
お
客
さ
ま
の
近
く
で
、
お

客
さ
ま
の
要
望
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、
単
に
お
客
さ
ま
に
優
れ

た
調
節
弁
な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
提
供

し
て
、
そ
れ
を
最
大
限
に
活
用
い
た
だ

く
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、プ
ロ
ダ
ク
ト

製
品
の
利
用
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
の

抱
え
る
課
題
を
継
続
的
に
解
決
し
て
い

く
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
も

注
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
可
能
と

な
り
ま
す
。こ
う
し
た「
課
題
解
決
型
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
従
来
に
も
増
し
て
強
力
な
サ
ー

ビ
ス
体
制
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
す
。

　

元
来
山
武
に
は
、
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
応
じ
て
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

「
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

段
階
的
発
展（
進

化
）」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、
仮
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
製
品
が
数
十
年
前
の
も
の
で
あ
っ

て
も
、
保
守
に
よ
っ
て
部
品
や
シ
ス
テ
ム

の
部
分
的
な
追
加
・
改
修
を
行
い
な
が

ら
、
よ
り
高
度
な
最
新
機
能
を
常
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

考
え
方
で
す
。こ
の
よ
う
な
対
応
に
よ
っ

て
、お
客
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
投
資
を
最

大
限
に
活
か
し
、
併
せ
て
時
代
と
と
も

に
移
り
変
わ
る
ニ
ー
ズ
に
も
確
実
に
応

え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
組
織
面
、
人
材
面
を

横
断
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
も
、

そ
う
し
た
山
武
本
来
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

さ
ら
に
高
い
次
元
で
、し
か
も
グ
ロ
ー
バ

ル
な
規
模
で
実
現
し
て
い
く
た
め
の
取

組
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

お
客
さ
ま
へ
の
価
値
提
供
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
私
た
ち
の
業
務
の
基

本
的
な
在
り
方
自
体
を
変
革
す
る
と
い

う
取
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。そ

の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が

「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」の
導

入
で
す
。特
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
局

面
な
ど
で
は
、お
客
さ
ま
と
当
社
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
用
い
る“
言
葉
”の
違
い
を
め
ぐ

る
問
題
を
い
か
に
克
服
す
る
か
が
、
以

前
よ
り
重
要
な
テ
ー
マ
で
し
た
。例
え

ば
、
設
備
の
設
計
な
ど
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
を“
言
葉
”の
相
違
の
た
め
に
、

両
者
が
正
し
く
共
有
で
き
ず
、
そ
れ
が

工
期
の
遅
延
や
ム
ダ
な
コ
ス
ト
の
発
生

に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、
当
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
部
門
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
間
の“
言

葉
”の
差
異
は
、
お
客
さ
ま
に
対
す
る
保

守
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
局
面
で
、
両
部
門

の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
妨
げ
る
要
因
と

も
な
り
得
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
型
ア
プ

ロ
ー
チ
と
は
、ま
ず
お
客
さ
ま
の
現
状
の

課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
て
行
う
施
策

を“
言
葉
”と
い
う
あ
い
ま
い
な
手
段
で

は
な
く
、
具
体
的
な“
絵
”と
し
て
描
く

こ
と
で「
可
視
化
」す
る
。そ
し
て
、お
客

さ
ま
と
当
社
、
そ
し
て
当
社
内
の
各
業

務
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
よ
り
明
確
な
形
で
そ
の

内
容
を「
共
有
」し
な
が
ら
、
そ
れ
に
基

づ
く「
協
働
」を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
明

示
的
な
実
践
に
よ
り
、
関
係
者
が
確
実

に
同
一
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。既
に
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

数
多
く
の
現
場
で
実
践
さ
れ
て
お
り
、

工
程
の
手
戻
り
排
除
に
よ
る
工
期
の
短

縮
、
品
質
向
上
な
ど
の
様
々
な
局
面
で

成
果
が
得
ら
れ
、
お
客
さ
ま
か
ら
も
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。日
本

国
内
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
中
の

azbil

グ
ル
ー
プ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士

が
、
言
葉
の
壁
を
越
え
て
協
働
を
生
み

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
価
値
最
大
化
を
第
一
に

考
え
た
取
組
み
を
、
果
断
に
そ
し
て
継

続
的
に
実
践
し
て
い
く
。そ
れ
こ
そ
が

世
界
中
の
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
さ

ら
に
強
力
に
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な

価
値
創
造
に
向
け
た
不
可
欠
な
推
進
力

に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
課
題
を

継
続
的
に
解
決
す
る
ソ
リ
ュー
シ
ョン

独
自
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
業
務
変
革
が

よ
り
的
確
な
課
題
解
決
を
推
進

株式会社 山武　
取締役執行役員常務
アドバンスオートメーションカンパニー
社長

猪野塚 正明

組織変革・業務変革を両輪に
お客さまへの最大価値提供を目指す
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P r e s e n t

子供のころから「水を大切に」という標語を何度も目に
してきました。でも、水に恵まれた国に生まれた私にとっ
ては、水に困るということがまったく想像できず、水は
じゃんじゃん使っていました。アフリカなどの切実な水不
足は知っていますが、シンガポールなどの発展している
国でも水不足がここまで深刻だとは知りませんでした。
日本でも数年前までは、ペットボトル入りの水やお茶を
買うという感覚が驚きだったことを思えば、世界も環境
もどんどん変わっていることが実感できます。（akubi）

azbilグループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、

ありがとうございます。

編 集 後 記

▪本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希
望、ご感想、取り上げてほしいテーマなど、皆
さまからのお便りをお待ちしております。お
名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、
宛名ラベルに表示されております8桁の登
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▪ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名
ラベルに表示されております８桁の登録番
号も併せてお知らせください。

▪お問い合わせ・プレゼント応募宛先
〒100-6419

東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
株式会社 山武 広報グループ
azbil 編集事務局
TEL：03 -6810 - 1006
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Topics
世界各地で水不足が発生する一方で、右肩上
がりに水需要が増えています。
水問題を専門とするジャーナリスト
が、世界の水争奪戦を俯瞰する
とともに、水ビジネスの動向など
も交えながら、今後、日本が取る
べき対策を解き明かします。
▪PHP研究所
▪橋本淳司 著
▪価格1680円（税込）

世界が水を奪い合う日
日本が水を奪われる日

製

品

情

報
株 式 会 社 山 武は、熱 源システムの 省 C O２／
省コストを実 現 する熱 源 最 適 化コントローラ

「PARACONDUCTOR（パラコンダクタ）」を販売開
始しました。
オフィス、工場などの熱源システムでは、近年、インバー
タターボ冷凍機のような部分負荷効率の高い冷凍機
が採用されています。このような冷凍機は、外気条件や
負荷条件によっては冷凍機の台数を増やした方が効
率の良い運転ができ、熱源設備全体のCO２排出量ま
たは運転コストが小さくなる場合があります。パラコンダ
クタは、外気条件や負荷条件を取り入れて、各運転台
数におけるCO２排出量または運転コストをリアルタイム
にシミュレーションし、最適な運転台数にするので確実
な省CO２や運転コストの最小化が図れます。また、当社
省エネルギープログラムを併せてご利用いただくことで、
さらなる省CO２／省エネルギーを図ることができ、その
効果は「省エネ効果可視化機能」からタイムリーにご覧
いただけます。

ビル熱源システムのCO2排出量を最小化するコントローラを販売開始

● 株式会社 山武　
　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部
　TEL：03- 6810 - 1112

製

品

情

報
株式会社 山武商会は、米国ロックウェル・オートメー
ション社のトラップ・キー・スイッチ「Prosafeシリーズ」の
販売を開始しました。
あらかじめ定義された操作シーケンスが必要な安全ア
プリケーションで電力／エネルギー遮断後、キー交換、
及びメカニカル式のインターロックにより電気的な配慮
を必要としない仕組みによる安全機器です。

メカニカル式インターロック「Prosafeシリーズ」を販売開始

● 株式会社 山武商会　事業企画部　TEL：03 - 5961- 2153

�【特長】
■熱源システムのCO２排出量またはトータル運転コス

トの最小化を実現（CO２排出量、トータル運転コスト 
どちらかを選択）

■冷却水ポンプ変流量制御、１次ポンプ変流量制御、
２次ポンプ変流量制御など、効果を高める省エネル
ギープログラムを搭載可能

■制御ごとに省エネ効果の可視化が可能
＊制御＝最小CO２（コスト）台数

制御、冷却水ポンプ変流量
制御、１次ポンプ変流量制
御、２次ポンプ変流量制御

■当社ビルディングオートメー
ションシステムを導入済みの
建物が対象

製

品

情

報

ニ

ュ

ー

ス

研究施設のエネルギーの無駄を「見える化」する環境管理システムを販売

企業活動報告書「azbil report 2009」を発行

株式会社 山武は、省エネルギーで安全な研究施設
の運用を支援する環境管理システム「研究環境管
理サーバ」を販売しています。
本システムは、2008年11月に販売開始した風量制
御システム「研究施設向け環境制御システム※1」専
用の管理支援用サーバです。既にお持ちのお客さま
PCとイントラネットで接続でき、研究室内の排気風
量、設備の運用状況などをモニタリングし、分析して
情報公開します。併せてご利用いただくことで、さらな
る省エネルギーの実現や安全性向上が可能になり
ます。

● 株式会社 山武　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部　TEL：03 - 6810 - 1112

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

【操作シーケンスの一例】
①	ロータリキースイッチ
　“A”キーを90°回転し抜くと、主電源が遮断され機械

が停止する。
②	キー交換ユニット
　“A”キーを挿入し90°回転すると、“B”キー2本を抜くこ

とができる。“B”キーを取り去ったことにより“A”キーは
固定され機械を再起動ができなくなる。

展

示

会

情

報

展

示

会

情

報

九州グランドフェア 2009

VACUUM2009－真空展

会　　期：9/11（金）～9/12（土）
時　　間：9/11  10:00～17:00
　　　　  9/12  9:30～16:30
会　　場：マリンメッセ福岡

会　　期：9/16（水）～9/18（金）
時　　間：10:00～17:00　
会　　場：東京ビッグサイト 東5ホール
主　　催：日本真空工業会、日本真空協会
入 場 料：1000円（Webサイト事前登録者は無料）

● 株式会社 金門製作所　九州支店　3グループ　TEL：092- 633- 2811

● 株式会社 山武　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター　TEL：0466- 20- 2143

ニ

ュ

ー

ス

2008年度 CO2排出量を2007年度比で6.1%削減

株式会社 山武を中心とするazbilグループは、2008
年度の事業活動に伴い排出されたCO２総量を集計
し、当初の目標であった2007年度比3.4%のCO２

排出量削減を上回り、6.1%の削減を達成しました。
2008年度は「CO２削減タスク」を始動させ、主たる
事業所に担当役員を配置、全員参加の下、特に運
用改善での省エネルギーに力を入れました。具体的
には、昨年から継続している照明・空調などのインフ
ラ系の省エネルギーや生産ラインにおける省エネル
ギーをさらに推し進め、ノートパソコン・携帯電話充
電器などの待機電力削減の徹底、営業活動時にお
ける公共交通機関の利用推奨、営業車利用時にお
けるエコドライブの徹底・相乗りの推奨などを行いま
した。

株式会社 山武は、2008年4月から2009年3月ま
でのazbilグループの企業活動を包括的に報告す
る「azbilグループ企業活動報告書：azbil report 
2009」を発行しました。
本誌では、azbilグループの事業概況や環境報告、
社会性報告、財務報告などについて、分かりやすく
解説しています。

資料請求はこちらから
https://jp.azbil.com/csr/form.html

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006　

その結果、azbilグループ※の2008年度CO２排出量
の実績は、昨年秋以降の事業環境の急速な悪化
に伴う生産減の影響も伴い、総量で2007年度比
6.1％（1,208トン）削減、売上高原単位で前年度比
1.6％改善しました。これは売上高が4.6%減少して
いるものの、総量はそれを上回る6.1％のCO２削減を
達成しており、原単位改善を実現しています。

※対象は株式会社 山武、株式会社 山武商会、山武コントロールプ
ロダクト株式会社、安全センター株式会社、株式会社 山武瑞穂、 
株式会社 太信の国内にある工場、事業所、営業所、サービスセン
ターなど

主　　催：ユアサ商事株式会社
入 場 料：無料
出展内容：水道メーター、電池式電磁水道メーターなど

出展内容：太陽電池製造、成膜装置、プラズマクリーニ
ングなどの装置用マイクロフローセンサ応
用製品（マスフローメータ、マスフローコント
ローラなど）

③	ボルトインターロック
　“B”キーにより一方の防護ドアのロックを解除できる。
④	アクセスインターロック
　“B”キーにより、もう一方の防護ドアのロックを解除で

きる。同時に“C”キーを抜くことができる。
⑤	危険エリア
　“C”キーを作業者自身が身に着けて危険エリアに立

ち入ることにより、第三者の不用意な機械の起動を
防ぐことができる。

【特長】
■省エネルギー：実験用局所排気装置（ヒュームフー

ド）※2稼働中に長時間ユーザーが不在となった時間
（無駄時間）、無駄時間内に排出した風量（無駄風
量）を表示します。

■安全管理：ヒュームフードや風量制御機器類の動作
情報を提供し、研究室の空気環境の安全性を確認で
きます。異常が発生した場合は警報履歴を残します。

■情報共有：実験室の運用管理に携わる人々に、イン
トラネットを介して情報共有することができます。実
データに基づく設備計画が立てられます。 ※1 研究・実験などで発生する有害な気体を瞬時に排気する高性能な

風量制御システム。設備の利用状況に応じた制御を行い、省エネル
ギーと安全の両立に貢献する。

※2 人体に有害なガスや溶液を使用する際に、そのガスや実験により発
生するガスが流出し作業者や居住者の曝露（ばくろ）が起こらないよう
に、排気を行うために設けられる局所排気装置。大容量で24時間運転
であるため、空調エネルギーコストに大きな影響を及ぼす。

14　　　 Sep.200915 Sep.2009 
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